
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

遅
ま
き
な
が
ら
、
平
成
二
十
六
年
の
清
々
し
き
新 

年
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

社
報
「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）」
で
は
、
新
年
の
御 

挨
拶
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
迅
速 

（
じ
ん
そ
く
）
な
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
と
い
う
課
題 

が
克
服
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

悪
し
き
ル
ー
テ
ィ 

ン
（
手
順
）
が
定
着
し
、
さ
ら
に
は
、
新
年
の
一
月 

号
が
、
昨
年
の
九
月
号
に
引
き
続
き
二
回
目
の
休
刊 

と
な
り
ま
し
た
。 

私
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ 

り
ま
し
て
、
猛
省
を
し
つ
つ
の
発
行
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
古
（
い
に
し
え
）
は
、
大
晦
日 

が
一
年
の
締
め
く
く
り
、
そ
し
て
立
春
を
正
月
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
す
の
で
、
本
日
の
発
行
は
、

苦
肉
（
く
に
く
）
の
言
い
訳
と
な
り
ま
す
が
、
ぎ

り
ぎ
り
年
内
発
行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
九
十
二
号
の

発
行
で
す
。 
 

◇
今
年
も
九
百
通
あ
ま
り
の
年
賀
状
を
お
出
し
し

ま
し
た
。 

表
の
住
所
と
御
芳
名
に
つ
い
て
は
、
文

明
の
利
器
で
あ
る
「
か
ら
く
り
印
刷
機
」、
パ
ソ
コ 

ン
の
「
筆
ぐ
る
め
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
大
い
に
活
用 

     

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
裏
面
は
、
水
茎

（
み
ず
く
き
）
の
跡
が
、
麗
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

墨
書
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

全
部
で
十
六
種
類
、

自
筆
し
た
も
の
を
、
三
十
枚
な
い
し
四
十
枚
程
度
、 

オ
フ
セ
ッ
ト
の
印
刷
機
、
輪
転
機
で
印
刷
し
ま
し

た
。 

「
大
和
心
」「
神
喜
地
喜
人
喜
」「
則
天
去
私
」

「
日
清
日
新
日
進
」「
天
長
地
久
」「
柏
葉
寿
」「
日
々

是
好
日
」「
四
海
生
春
風
」「
賀
新
正
」「
延
寿
万
歳
」

「
三
感
四
恩
」「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」「
敷
島
の
大

和
心
を
人
問
は
ば 

朝
日
に
に
ほ
ふ 

山
桜
花
」

「
神
信
心
」「
神
道
と
い
ふ
は
人
々
日
用
の
間
に
あ

り
」
の
十
五
種
類
で
す
。 

今
年
は
特
に
、「
則
天

去
私
」「
神
喜
地
喜
人
喜
」
を
一
番
多
く
印
刷
し
ま

し
た
。 

則
天
去
私
（
そ
く
て
ん
き
ょ
し
）
と
は
、

夏
目
漱
石
が
残
し
た
言
葉
で
、
人
と
し
て
の
本
来
の

姿
を
意
味
し
ま
す
。
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
大

切
な
か
け
が
え
の
な
い
大
自
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
私

利
私
欲
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
生
き
て
い
く
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
、
雨
奇
晴
好
（
う
き
せ
い
こ
う
）、
降

る
も
よ
し
晴
れ
る
も
よ
し
と
い
う
、
と
ら
わ
れ
な
い

心
で
、
何
事
も
対
処
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

内
憂
外
患
（
な
い
ゆ
う
が
い
か
ん
）
の
世
相
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
則
天
去
私
の
心
を
生
活
の
心
掛
け
に
し
た

い
も
の
で
す
。 

「
神
喜
地
喜
人
喜
」、
こ
れ
は
、

私
の
造
語
（
ぞ
う
ご
）
で
あ
り
ま
す
。 

私
の
御
奉

仕
の
指
針
、
モ
ッ
ト
ー
で
、
神
様
を
喜
ば
す
心
で
地

域
の
人
々
も
笑
み
栄
え
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
つ
つ
、
鳥
居
の
内
の
祭
典
行
事
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
鳥
居
の
外
の
地
域
社
会
へ
も
微
力
な
が
ら

尽
力
す
る
と
い
う
神
様
と
の
お
誓
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 

◇
先
月
の
十
六
日
に
、
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
の
モ

ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
の
決
意
を
一
文
字
に
託
し
て
、
色
紙
に
「
書
初
め
」

を
と
い
う
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
一
月
二

日
に
「
書
初
め
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

「
午
年
（
う
ま
ど
し
）」
に
あ
や
か
り
、
迷
う
こ
と

な
く
「

」
と
書
き
ま
し
た
。 

（
上
の
写
真
で

す
。） 

（
下
の
写
真
は
、
一
月
二
日
の
書
初
め
で

す
。） 

こ
れ
は
、
誤
字
（
ご
じ
）
誤
植
（
ご
し
ょ 

く
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
何
と
読
む
で
し

ょ
う
か
。 

実
は
、
馬
の
漢
字
を
左
右
引
っ
く
り
返

し
て
書
い
た
字
を
「
左
馬
（
ひ
だ
り
う
ま
）」
と
言

い
ま
す
。 

馬
は
、
左
か
ら
乗
る
と
絶
対
に
倒
れ
な

い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
こ
と
が
、
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https://www.facebook.com/photo.php?fbid=461017437336838&set=a.156326027805982.27370.100002857579001&type=1&relevant_count=1


  

「
左
う
ち
わ
」、「
右
に
出
る
者
が
い
な
い
」
に
通
じ
、

縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る
の
で
す
。 

馬
は
、
人
が
引

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
左
馬
は
、
馬
が

運
で
あ
る
と
か
客
を
引
っ
張
っ
て
く
る
、「
千
客
万

来
」
な
の
で
す
ね
。 

開
運
招
福
を
象
徴
す
る
字
な

の
で
す
。 

午
年
は
、
経
済
が
不
況
に
お
ち
い
り
や

す
い
年
回
り
で
す
。 
昭
和
二
十
九
年
の
世
界
恐
慌
、

平
成
二
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
で
す
ね
。 

こ
の
左

馬
と
い
う
縁
起
の
い
い
字
に
あ
や
か
り
、
益
々
繁
盛

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
認
（
し
た
た
）

め
た
の
で
す
。 

Ｂ
４
の
紙
に
、
そ
の
「
左
馬
」
と

そ
の
説
明
を
書
い
た
も
の
を
コ
ピ
ー
し
て
お
分
け

し
て
い
ま
す
。 

お
守
り
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ど
う
ぞ
。 

◇
神
様
が
、
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
心
、「
則
天
去

私
」
の
心
で
、「
神
喜
地
喜
人
喜
」、
地
域
も
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
も
喜
び
笑
み
栄
え
、
運
命
共
同
体
と
し

て
の
地
域
社
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
つ
と
め
て
ま

い
ら
ね
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

本
年
も
大
神
様
の
御
加
護
に
よ
り
ま
し
て
、
幸
多
く
、

さ
ら
に
ご
繁
栄
ご
隆
昌
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
も
う
し
上
げ
ま
し
て
、
遅
ま
き
な
が
ら
、

新
年
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
歳
旦
祭 

 

＊
本
宮 

一
月
一
日 

午
前
八
時
半 

祭
典
後
、
新
年
拝
賀 

 

＊
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時 

＊
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時
半 

 
 

＊
貴
布
禰
神
社
（
老
町
）
＊
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

午
前
九
時 

 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
六
日 

▼
下
関
三
井
化
学
輸
送
部
会
参
拝 

＊
一
月
八
日 

▼
彦
島
は
っ
て
ん
ク
ラ
ブ
参
拝 

＊
一
月
九
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
初
月
次
祭 

＊
一
月
十
日 

 
 

※
上
の
写
真 

※
下
の
写
真
＝
六
連
島
八
幡
宮 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

▼
彦
島
七
神
社
巡
り 

＊
一
月
十
日
、
十
六
日 

 
 

※
北
九
州
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
主
催
バ
ス
ツ
ア
ー
、

宮
司
同
乗
し
ガ
イ
ド 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

 

＊
本
宮 
一
月
十
二
日 

 

＊
田
の
首
八
幡
宮 
一
月
十
三
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
一
月
十
二
日 

 
 

▼
山
口
県
漁
協
下
関
南
風
泊
支
店
養
殖
わ
か
め
実

行
組
合
火
入
式 

＊
一
月
十
六
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日
※
七
草
粥
を
頂
き
ま
し
た 

 

▼
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
四
日 

 
 

※
上
の
写
真
＝
早
起
会 

 
 

※
下
の
写
真
＝
防
災
訓
練 

 
 

 
 
 
 

 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
二
日 

 
 

◇
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
十
二
日 

 
 

◇
田
の
首
八
幡
宮
新
年
会 

＊
一
月
十
三
日 

 
 
 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
一
月
十
八
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
顧
問
参
与
会 

 

＊
一
月
二
十
二
日 

◇
支
部
総
会 

＊
一
月
二
十
三
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
教
学
研
究
部 

＊
一
月
二
十
三
日 

◇
財
団
法
人
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
山
口

県
本
部
解
散
式 

＊
一
月
二
十
九
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
一
月
八
、
十
五
日 

 

▼
講
演
活
動 

 

◇
下
関
市
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
て
講
演 

＊
一
月
二
十
二
日 

 

▼
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
一
月
十
六
日
、
三
十
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 

◆
集
合
教
誨
（
男
女
）
＊
一
月
二
十
七
日 

 


